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近年急激な都市イヒ現象により、次々に開発がすすめられ、祖先の残した貴重な遺産が失われつつあ

るとき、ここカブト山遺麟が地主の理解と発掘関係者のご協力によって保存されることになったこと

は非常に喜ばしいことであります。

こ色東海市名和町三ッ屋の地は、その音、ヤマトタケルノミコトがエゾの征伐に向われる途中、こ

のアユチ潟一帯を支配していた尾張氏の水軍を率いて東国に向われ、再びこの地に帰 りつかれた時、

ミヤズヒメとの恋のロマンスが伝え られ、氷上姉子神社が建てられ、熱田神宮の付属飽 となった。こ

れ らのことは、4世紀のカブト山古墳や 6世紀の名和1号・2号の古墳により、伝説とは多少ちがう

かもしれないが、今回の住居跡発掘により古代人が、農耕生活 をしていたことは明 らかであります。

この書は遺跡の概報でぁり、本年 ひきつづいて全貌を究明することになりました。東海市の発展は

この ような古代からの祖先の生活・文化の積み重ねののち、現在にいたったわけであ ります。その意

味において もこの遺跡を永く保存して後世に伝えたいものです。

昭 和 48年 4月

東 海 市 教 育 委 員 会

教 育長 築  波 夫差
ロ
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1,こ の報告書は、昭和47年 9月 の東海市名和町カブト山遺跡の発見にともなう緊急調査な らびに、

愛知県教育委員会の指示によって年末に実施した第二号住居址の調査報告である。

2.カ ブ ト山遺跡は、東海市名和町の欠下か ら石田におよび、調査した地点は船津神社所有の山林と

早川政彦氏所有のフキ畑よりなっている。

現在は採土工事がすすみ、かっての墳丘の面が空間に浮いてしまったが、遺跡の北方につづいて

カブト山古墳 とい う古式苗墳があ り、尾張地方で出土遺物のわかる数少い前期古墳の一つ として注

目されていた兇点 である。

3.カ ブト山遺跡については、ここに報告す る昭和47年度の第一次調査につづき、昭和48年度には第

二次の本調査を計画している。

この報告書は第一欠調査の終了にあたり、その成果を速報し、本調査の資料にするとともに、地

域の人々の認識に役立てたいと考えた ものである。遺跡周辺の環境保全の面か らの構想もあり、学

術担当者の杉崎章氏に「カブ ト山周辺の遺跡と歴史的環境」と題して、地方史の序論にあたる概説

をこころみていただいた。

4.執筆の分担については、次のとおりである。 (敬 称略 )

第一章   石川 玉紀 (東海市上野中学校教諭 )

第二章煮  杉崎  章  (美浜町布土小学校長 )

表  池田 陸介  く名古屋市大江中学校教諭 )

表  長谷川昭二 (東海市緑陽小学校校務主任 )

第二章   三渡俊一郎 (名 古屋考古学会員 )

第四章   池田 陸介 (前掲 )

第五章   宮川 芳照  (江南市布袋小学校教諭 )

第六章   杉崎  章  (前掲 )

例

東 海 市 教 育 委 員 会
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第一章 位置と地形・地質

一 カブ ト山遺跡の位置

名古屋鉄道常滑線・名和駅で下車 して 東に向かって進 み、家並みのはずれか ら、南東方をのぞ

むと沖積地の住宅や耕作地の背景に、北から南へとのびてい る、標高 20～ 30η の丘陵が目につ

く。 この丘陵が知多丘陵であ り、 この丘陵上にあ るこん もりと茂った雑木林が、今は消滅 してしま

ったカブ ト山古墳趾である。 カブト山遺跡は、東海市名和町欠下 55番地 1～ 2の地域 をしめる色

のカブ ト山古墳趾 を中心として、それに隣接 した名和町欠下か ら石田の地域にまたがって、知 多丘

陵上に分布してい る。

知多丘陵は東方へは名古屋市緑区大高町にむかい、南方は知多半島の先端まで続い てい る。カブ

ト山遺跡の位置はこの知多丘陵の北端 にあたってい る。この丘の上に立 ってみると、北西方は断崖

となって沖積地に接 し、伊勢湾、天白川に面 してい る。かっては、限下に伊勢湾 をみおろすと、自

砂青松の海岸がひろびろとひろがってお り、遠 く鈴鹿連峰を望む景勝の地で、古代 アユテ潟の南縁

にあたるところであった。だが、いまそこに見おろす景色 は名古屋南部工業地帯の工場群であ り、

むかしのおもかげはどこに もみ られない。

二 遺跡付近の地形・ 地質

カブト山遺跡のある知多丘陵北部は もともとは尾張丘陵が延長 した一連の丘陵地帯であ るが、2

本の構造線によって、さらに3地域にわけ られる。すなわら、伊勢湾の奥の名和町か ら荒尾町 をと

お り、阿久比谷へ と続 く断層谷と、 さらに東部で、国鉄東 海道線 の走 る名古屋市緑区大高BTの谷か

ら大府市に続 く断層によって西部丘陵、中部丘陵、東部丘陵 となるのである。 これ らの丘陵は多 く

の樹枝状 の小谷によって侵蝕 され、小谷には沖積面が分布してい る。カブト山遺跡はこの うち、中

部丘陵の北端に位置 してい る。

知多半島に分布する地層 は第二紀新層、鮮新世の常滑層群であ り、中部丘陵の北部一帯は下部の

鬼崎層をおおって、上部に 60～ 200町 の地帯が分布してい る。 これを三和層とよんでい る。本

層は波状の丘陵地に発達 し、多 くは水平に近い状態で横たわ り10度内外北または東へ傾斜 してい

る。三和層はシル ト岩が比較的少なく、黄褐色 の細粒礫岩や小礫ましりの黄褐色砂岩が多い。礫は

直径 3勁以下のチ ャー トの礫がもっとも多く、直径 5翻以下の自色流紋岩質の ものがしばしばまし

っている。シルト岩は風化すると薄桃争をおびることが多い。
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付 表 1 東 海 市 付 近 の 地 質

時代 地 層 名 ‰
さ 地 層 の 特 徴 、 岩 層 分 布 、 そ の 地

更
新
世

加 木 屋 層

テャート礫 を主とする礫層
名古屋付近の八事層より粒は細か
C｀

高さ副陀 内外の台地に分布 し、

東へ傾斜する

鮮
　
　
新
　
　
世

常

滑

層

辞

三 和 層 90,o
砂礫 (チ ャー ト礫 ・半花闘岩礫 )

シル トとそれ らの互層
シル ト層はピンクまたは黄灰色

東方に広 く分布
大高、大府付近までつづく

東へ傾斜する

鬼
　
　
崎
　
　
層

上

　

都
55,6

緑色～黄灰色のシル ト層が主、粗

質 の亜炭 を含む
下部にチャー ト礫粗砂層あり

この地方の最下部に露出す る

南部ほどよく発達 している

下

　

部
69.5

青緑色 シル ト、砂質層か らな り、
亜炭、浮石、砂層 を含む

植物化石 わずかに産する
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第二章 調 査 の 経 過

一 遺跡の由来

東海市名和町か ら名古屋市緑区の大高町へむかい、かってのアユチ潟の南縁 を区切 るよ うな形 で、

高 さ測町たらずの丘 がつづいている。その西南の突端にはカブ ト山古墳が知 られ、つづいて三ッ屋

の第一・第二・第二号墳 さ らに斉山古墳があ り、名和古墳群 として総括 されてい る。

丘陵は東につづいて大高町にいた るのであるが、延喜式内社の氷上姉子神社がまつ られ、ヤマ ト

タケル伝説にかざられ る氷上邑であ る。 さ らに大高小学校の北には大高廃寺とい う自鳳時代か ら奈

良時代の寺院址 も知 られてい る。

なお、この地域 の先史遺跡 としては、斉山古墳のある丘陵の付近か ら数か所の小貝塚 が発見 され

てい る。 それ らの中で斉善稲荷の境内の ものは、縄文晩期終末 を主として休生中・後期の ものであ

る。

カブ ト山古墳は明治 13年 二月に発掘 され、粘土床の中に妹の層がはさまり、 4面の鏡や管玉

147、 石 くしろ9を はじめ合子や増など石製の模造品が発見 されてい る。

さらに三ツ屋古墳については、第一号墳が明治 29年 8月 に発掘 され、横穴式石室の中から一括

の須恵器がだされたが、後難 そおそれて元の場所へ埋 められていた ものを、戦後にいた り再びとり

だ されていて、高さ 31勁 におよぶ器台 をはじめ、提瓶 2・ 高杯 1・ 蓋杯2・ 増 3な どがあつた。三

ッ屋古墳群付近の地形 について は、昭和 47年 二月に東海市教育委員会で実all図 をつ くったが、東

につづ く第二号墳 も第一号墳 と規模 をおなしくする古墳であ り、横穴式石室とともに完全に保 存され

てい る。 しかし第二号墳 は破壊の度が大 きく、どこまで遺構 がのこつてい るか明らかでない。 また

第一号墳の墳丘の裾にあたる南側の濤か ら子持曲玉が採集 され、古代の祭祀を裏付 けてい る。

カブ ト山古墳は尾張地方で知 られてい る数少い前期古墳の中でも、春日井市の出川大塚 とともに

出土品の判明してい る貴重な遺跡である。その築造年代は4世紀の末葉 とされていて、大和朝延の

勢力が、大和 を統一 してのち東国を征服するにあた り、犬山や春 日井の丘陵部を拠点として、名古

屋台地か ら海岸地方へおよぶ勢力伸展の一時期を物語ってい る最初の橋頭保である。

これに対 し、三 ッ屋第一号墳 をはじめとする他の古墳 は後期の群集墳 といわれ、 6世紀 ごろのも

のである。 カブ ト山古墳にみ られ るような大和朝廷の勢力の戦略上の地位 とか、司祭 とい う性格は

消 えて、古墳の周辺の限 られた地域の首長 として池 をつ くり治水につ くした農業開拓者の墳墓であ

る。戦後い ち早 く第一号墳の須恵器 を検討 され、第二・第二号墳の所在 を指摘されたのは久永春男

氏であ り、当時、タワケ塚 といった小山を第二号墳 とし、タワケとい うのは最初 の水田開拓者 を意

味するとの見解 を与えられたのであった。

今次の調査にあたり、県の文イヒ財保護委員として現地を実査され、本調査のために多 くの示唆 を

与えられた澄田正一氏は、カブ ト山古墳本の探訪は 3度 目であるといわれ、古代 の歴代遺 跡 として、

この付近の地域が、学問の世界でどんなに高 く評価されてい るか了解 され るであろう。

(杉崎 章 )

-3-



二 調査の動機

9月 12日 朝早 くカブト山古墳跡へ散歩 にでかけて驚いた。 5月 の「東海市文イヒ財め ぐり_|の時

に見た崖が、 10η 近 く南へ向か って削り採 られている。その崖下 に大型ショベルカーが置かれて

い る。私は崖の上へ駈け上った。そこには、粘上の固まり、拳大の石等が、シャベルの爪跡上にこ

ろがってい る。赤褐色の上器片が散苦とし、 キャタピラに粉砕 された もの も見 られる。蕗畑の黒土を

含んだ表土は、東側へ約 3η の高さで饉 られてい る。眼をや ると高杯の脚部が 3箇、かめの底の部

分が1衝、土器の破片はす ぐに、両手一ぱいになる程のおびただ しい数だ。 Cの崖際に立つ と、削

り採 られた黒土層一面に、多 くの礫にまじって上器片がいっぱいに顔をのぞかせてい るのがわかる。

一気に駈け上 った崖上か ら、 こんなに多 くの事柄 を発見し、遺跡が広範にわたって壊 されて しまっ

た現場 を見て私は興奮 した。急ぃで家へ帰 えると、時計は8時 を指 してい る。勤め先へ急 ざ、東海

市教育委員会へ電話した。私 は概略「カブ ト山古墳 の近 くで土採 り作業がされてお り、そこか らお

びただしい土器の破片が出てい る。住居址 ではないか? 現場へ行 き作業中止を申し入れてほしい」

旨を知 らせる。電話で は、 こちらの思いが伝え られない もどかしさと現地 の状況が気にな る。 4時

に勤 めの終 るのが待ち切れず、授業が終 るとす ぐ学校をとび出した。いつ も余 り気にな らない信号

機 がいやに多い。千鳥橋か ら見たカブ ト山が遠 く見える。緑陽小学校近 くへ来 ると、 ガァ、ガァー

とショベルカーのエンジ ンの音が聞 える。遺跡があれ以上破壊 された らと、自転車のペタルに力が

入る。 カブト山の坂 を登 りつめると、黄色 のショベルカーが限に入った。頭へ鉢巻 きをした陽焼け

した青年がハン ドルを握 ってい る。私は、はやる気持 ちを押 え うな り声をあげて上を削 るシャベル

の音に負 けない大声 をあげた。青年は私の方ヘテラッと顔を向けしば らく上 を集めるハン ドルの手

を動か していたが、モーターを止めて高い運転台か ら降 りて来た。私の用意 した短い話しがす ぐ通

じたのか「土採 りは、そんなに急 ぐわけではない」 と、からっとした工事人 のことばが返 ってきた。

私は張っていた肩が軽 くな る思いが した。幸いに も、す ぐそこへ小型 ダンプを運転 した小島建興の

専務が現われた。私は崖上の遺跡 を見なが ら話した方が都合がいい と思い、高台へ専務 をさそった。

そして散乱 してい る土器片や焼石、炭 などを示 しなが ら、カブ ト山古墳時代の住居址がこの下にあ

るから、調査ができるように土採 り作業は中止 して もらいたい ことを強調す る。専務は心よ く私の

申 し出に応じて くれた。話 しなが ら座っていた木の根元 を掘 ると、黒曜石の錐状の石片をみつけた。

私はこの小さな石片一つか ら、当時の文イヒ様相 がわかることを説いて、なん ども調査に力添 えのほ

しいことを頼 む。私は先の見通 しのないままに、後 2、 3日 、 あと1週間と小島建興に頼 み込んで

いった。 カブ ト山遺跡 わヽ これ以上壊 されない ようにと、私は必死だった。朝晩 1時間で も多 く、

1人で も多 くの人に助 けて もらって、 この遺跡 を賜らかにせねばと思った。

私 は「 カブ ト山古墳」力】尾張地方の古墳 を考えるために重要な古墳であ ることを知 ったのは、 3

年前の「古代にみ る、熱田のすが た_|の文化展か らであった。 これは、熱田神宮の宝物殿で催 され、

カブ ト山古墳出上の石製の増、器台、合子 が明治 13年以来はじめて、地元熱田の地へ里 帰 りした

時であった。 その会場で、名古屋大学の澄田先生から、 カブ ト山古墳 の重要 さと、その古墳 が土採

り工事のため消滅 して しまった ことをお聞 きした。私はこの地に永年住んでい るのに、実に うかつ

であった訳である。 しかし土採 り工事で、さらに貴重な遺跡が消え去ろ うとしたものを 多 くの人

の協力で食い止め得たことは幸いであっ猛 色の遺跡が今後の調査でその全貌 を現わし、 カブ ト山

周辺の遺跡と共に永久保存 されてこそ、古代の人々の遺産が、確かに私たちの手元に戻 った といえ

る時である。
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三 調査 の日誌

1.緊 急発掘調査 その 1

尾張地方で数少い前期古墳のカブ ト山は、拐治時代に破壊 されたが、それと直接 むす びつ く古

代の住居址群が、池田陸介氏 らの熱意 と執念なまでの努力 によって、古代遺跡埋蔵の重大な手が

か りを発見す るにいたった。

その後、池田氏が中心となって各方面に協力 をもとめ、市当局の理解 もあって、取 りあえず、

土取 り作業によって出て きた部分 を緊急発掘調査す ることとなった。

発掘に先立って、教育委員会は関係者 と打 ち合わせを行ない、次の方針に望 むことに決 めた。

。 発掘調査主任 を日本考古学協会 員の杉崎章氏 とし、池田陸介氏が現場の総括 にあたる。

o 労力奉仕を上野中学郷土 クラブ員 大江中宰歴史 クラブ員に依頼する。

9月 23日 いよいよ緊急発掘調査が開始 された。

第 1日 目は杉崎先生の都合 が悪 く、立松・磯部両先生の特別参加を得、発掘について指導 を受

けて次のような要領で発掘 を進 めることにする。

1,遺跡を中心に周辺部を測量す る。

2 表土 をけず りとられた南側に トレンテを入れる。

3 崖端か ら3η のと色ろを北か らlη 幅で地山の部分まで掘 り下 げる。

早速東側の トレンテ付近か ら妹色 に塗 られた土器片が発見 された。磯都先生か ら欠 山式 の土器

であリカブト山古墳 よ りもさ らに ユ世紀古いであろうことを教えられ、住居址 としてい よいよ濃

厚となる。

9月 24日 、 30日 、 10月 1日 と発掘作業は進 められていつた。

1週間 ぐらいな ら土取 り作業を中止 して もよい とい う約束であり、何 とかしてここが遺跡 とし

て残されるためには、何か纏った形が出てこないとつぶされてしまう。 1日 たつの も惜 しい気が

して池田氏はじめ2～ 3人の考古学愛好者は ひと りでで も暇があると発掘に努めた。

このあた りで、何か発掘 してい るらしいとい う風潮が早 くも伝わって、地元の郷土愛好家 や近

くの地主の方々が見物 をかねて応援 にこられ る。時には茶菓など陣中見舞まで持って。

1日延ば しに上取 り作業は中止となっていた。

このあたりは土質が固 く、ちょっと乱暴な手法であるが、つ るはし、ばちぐわで掘 る。土器 も

固い層 に押 しつぶされたように 細か くば らば らになって出て くる。

杉崎先生か ら4世紀中葉か ら後葉にかけての遺跡で あることに間違いない と判断がな され 一

同の発掘意欲ぃよいよ燃える。

池田氏 の話を聞いて 名古屋考古学会 の有力 なメンバー 三渡、飯尾、吉村の三氏 が応援に加

わって発掘作業は着々と進んだ。

10月 7日  ヨ慶氏が 北の生角 か ら 住居址の壁 とお もわれ る垂直の面 を発見され、更に周

薦の一部 も見つけられて し` よいよ住居址 らしい様相 を呈 してきた。

この住居址か ら5η ぐらい離れ た西 のところに トレンテを入れ ることにな る。

手伝いの主力であ る中学生 は、経験の浅いこともあろ うが、土器さがしについ夢中になって、

つい床面、壁面を確めず掘 り進 むので常に助言がいる。その点西の トレンチの黒土層か ら多量の

土器片がでて きて生徒 を喜ばせている。
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西地区 もまた住居址 らしい。 2号址 とい うことにな る。

10月 9日  束の住居址 (1号址 )か ら柱穴が 4こ 、また炉跡 らしい大 きくて複雑な形 をした

ピッ トがみつかった。南側が 掘 り過 ぎた ところ もあ り、複雑に入り組 んではっ きりしないのが

残念である。

大体床面 をさらえたところで 杉崎先生方か ら 特殊建物で「 あゆち潟」に向って、海の方の

見張 り台で も作ったのだろ うかとい う推測 が出 る。

10月 10日  2号址の方 も2η ぐらい拡げ られ、北東の角あたりから壁面 とそれに続 く周溝

が発見 された。一同色 めき立つ中に 床面か らは 2つ の主柱だろうか。大 きい穴 2こ と その一

つに寄 りそ うように小 さい穴が発見 され 住居址 であることは間違いない。 2号址 と名づけ る。

緊急発掘 も1週間 ぐらいか ら、いつのまにか 1か月余 ともな り、今後の対策につい て考えなけ

ればな らない時が来た。

そんな折  11月 4日  名大澄田正一先生 と愛知県文イヒ財課伊藤稔氏が現地調査に来 られて次

の点を強調された。

1.2号 址 を完全 に発掘すること。

2.カ ブ ト山古墳は出土品の明らか前期古墳 として、また尾張氏の発生の地 として重要である。

3 周辺の緑地 を保存すること。

2.緊急発掘調査 その 2

12月 7日

澄田先生の勧告があって以来、市教委により採掘業者 や地主 との交渉 が進め られ、その結着を

待って、 きょう今後の発掘調査方法について杉崎先生はじめ関係者の会合が もたれ、次の ことが

決 められ猛

1.12月 10国 より 上、 日曜日を続けて 12月 24日 に終了させる。

2.杉崎、三渡、宮川、池田の四氏が調査員となる。

3.作業員として おとなの人を雇 う。

4.諸道具 は カブト山の麓の坂 さん宅に集める。

12月 10日

発掘調査再開 おとなの人は、富木島町の農家の婦人4名 が来て くれることになった。

先の調査で一部分出ている2号址の表土 をはねなが ら進め る、 さすが農家の婦人である。土の

作業は慣 れた もので、発掘要領 もす ぐ理 解して 発掘 は順調に進む。                 .

黒土層か らは須恵器 も混じって発見 され 床面か らは、つぼ・ かめ・高杯 などの上器片が移し

く出て くる。殆どは欠 山式上器で 須恵器が混じるのは、この住居址わ漫 い間つづいたからであ孔

先に出てい る2つ の柱穴を手掛か りに 大 きさを予想して 北側の壁面に添って幅 50翻の 卜     ｀

レンテを掘 る。壁の延長はいつの間にかな くなって 重直に交わる壁がでてこない。 5η ぐらい

進 んだ ところで床面が二重に重なるらしい跡を発見 したが、そこでやめる。

その トレンテをもとに南にむいてじゅ うたんを敷 くように して 全面的に拡 げてい く。

1号址 とくらべ ると上質は大変やわ らかいが、床面 との見分 けがつきにくく、時 々水を打 った

り、角度 をかえて眺めたりしながら掘 り進 む。

12月 16日



絶好の小春 国和が続 く、山の下 で感 じた冷たい北風 も ここ南向斜面の台地では殆 どそれを感

じない。古代 の人々が住居地として選んだ ものも最 もなことだと思 う。

西の トレンテから3η ぐらい さらえたところにピットが 3つ 4つ出てきた。 その中の主柱 らし

い 2か所 と北の方に出てい る2か所 をつな ぐと、住居址の アウ トラインが想像で きる。

東の端中央寄 りのところか ら 今 までより大 きく深い穴が見つか り 中か らは一連の ものと思

われる土器片がでて くる。貯蔵穴だろ うか。その上器片 をつな ぐと一つの大 きなかめにな るか も

しない。

貯蔵穴を囲むようにして 2か所 ピッ トが現われて貯蔵穴の上に棚で も作 ったものであろうか。

12月 17日

中央付近に炉跡 らしい複雑な形をしたピッ トが出て くる。 1号址の炉跡推定を少 し拡大 したよ

うな形である。 しか しここか らは灰や炭が殆 ど出ないのが不思議である。

南端 の中央付近に間隔 lη くらいの ピッ トが2か所出た。玄関に当たるのではないだろ うか。

更に床面 をさらえてい くと 冬の低い太陽に一条の黒い帯状の層が、玄関推定の ピッ トか ら東

に延びているのが発見 された。

久し く待望 し続 けた周濤である。他 の作業 をしていた者 もこの周 りに集って 一同注視の中で

溝掘 りが進 んだ、杉崎先生 も 近 くに来 られ指示 される。やがてゆるやかなカーブを画いて北に

向 きをかえる。南側、北側 も壁面はすでにこわされてな く、住居址の大 きさを確定 す る唯―の証

拠がでたのである。濤はしば らく続いて 中央の貯蔵穴のあたりで消 えている。

これではば住居址 として完全な形 として出てきたわけである。

大きな家である。 この辺の主領か それ とも1号址 を見張所とすると、ここは 会議に も使わ

れたこの部落の中心の建物か いろいろの想 /taが
話 し合われ る。

周 りを lη ぐらい拡げて 住居址との関係 を明らかにする。北側の壁面上か ら、斜めにあいた

小 さいピットが現われる。主柱 を支えた柱の穴であろ う。南の方には灰黒土層の床面 らしい とこ

ろが現われて、複合住居址 がこの先に続いてい ることを想像 させる。

床面 と周 りをきれいにさ らえ、掃除をして写真撮影 をす る。 9月 以来 3ケ 月ぶ りに形 を現わ し

た住居址である。北か ら南から或 は近 くに寄 って何枚かのフイルムにカブト山住居址 は焼付 け ら

れた。

最後に杉崎先生の指導 で 全体 を測図して、図面上に もカブト山古代住居址が印 され ることに

なった。

12月 25日
三渡氏の指導で 細部の測量をす る。 ここに東海市にも文化財の一つとして古代住居址 が誕生

することにな るわけである。

Cの あた りは、 もっと広範に住居址が埋 まってい ることは確定的となった。今後市 の予算・地

主の協力を得て、更に広い古代史の丘が発見され るよ う期待しなが ら緊急発掘 を完了 した。

発掘参加者 (敬林略 )

調査員  骸崎章、三渡俊一郎、宮川芳照、池田陸介、石川玉紀、長谷川昭二

参加者  長谷部学、吉村睦志(和田英雄、飯尾恭之、岡本武三、丹羽博、農務課杉 山主事、

山口奈枝、近篠缶 近藤恵子、山中やす子、上野中学郷土クラブ、大江中学歴史クラブ

視察   築波善夫教育長、石田菊美教育委員、小島正雄・小島二郎市議、市文化財委員多 数

庶務担当 市教育委員会社会教育課 (山本課長、坂野係長、荻田、小島、吉田各主事 )

(長谷川昭二 )
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第二章 遺

一 遺跡の構造

この辺 りは標高 25.5町 の三角点 を丘陵頂 とした東北東―西南西方向に長い小丘陵で、北面 は急

激な崖面 を呈するが、その他の面は傾斜のゆるい丘陵端である。 10数年以前までは丘陵のほぼ中

央都に (三角点 よ り50η東 )標高 27.5η をしめす「カブ ト山古墳」が残っていたが、埋 立用の

土砂を採集するため丘陵 ごとブル トーザーで破壊 され、調査 されずに消滅 した。そしてカブ ト山の

東半分はな くな り、西半分はこれに対 し北高 5η内外の丘陵として残 っていた。 この削平 され た部

分 にも遺跡が存在 したとみ られるが、今にしてお もえば残念なことである。

残存 していた丘 陵部にた い し、 昨年 よ り土砂採 集が 西へ むか って進 行 し、船 津 神社所有

の山林の上砂を取 り崩 しつつあったが、その崖面に土器の包 含層 が池田によ り発見され本遺跡発見

の端緒 となった 色とは別記 のよ うである。

調査の結果は、ほぼ南面する丘陵斜面上部に第 2図住居址分布図に しめすごとく、住居址 2個 を

発見 したのであ るが、その存在する斜面はほぼ 1/10の勾醜をもっていて、東の崖面 に第 1号住居

址 の半分が、それより西南方 5ηに第 2号住居址が あ らわれた。 この第 2号住居址 の東・西隣 りに

は発掘中の所見により、さ らに住居址の存在が想 定されてい る。 また第 1号住居址 の南方 12ηば

か りの位置に設定した東方 トレンチの断面にも住居址の床面 らしきものがみ られ、さらにその東方

の崖面に も同様の断面 を露 出してい るので、おそらく今回の調査区域以外の範囲に も住居址の存在

が予想される。すなわち、 ここカブ ト山には「 カブ ト山古墳」に関連する古代集落がかって営まれ

た ことが想定されるのである。

二 第一号住居址

第 1号住居址は第 3区 にしめす ごとく、その東半分が工事により消滅しているが、その主軸 は北

北西へ 30°ばか り傾いていて、南北径は 5η以下、東西径 は3.5η以下と推定され、隅丸竪穴住居

址である。壁面は北、および西 の一部 をの Cし てい るが、他の面 はブル トーザーによ り破壊 されて

いて調査できなかった。北壁では地山か ら40翻 ほど掘 りこまれた床面 となっていて、壁 面下 には

幅 10勁内外、深 さ4翻内外の浅い周濤がみ られる。

ビッ ト 床面 とな る基盤 は小礫 を多 くム くむ褐色の土層で、 これを掘 りくばめた計 10ケ の各種

形状のピッ トが第 3図 に示すごとく発見された。 その形状、寸法は付表 2に 示 したが、その説 甥を

下記す る。

付 表 2  第 1号住居址関係 ピッ トの寸法  (単位勤 )

ピ ッ トノ協 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 Pll

長   径 27 25 25 80 20 35 60

短   径 20 24 22 25 12 20 85 18 45

深   さ 16 46 を見cヽ 22 29 44 12

形   状 長 岡 長 円 円 形 円 形 濤 形 複 雑 楕 円 クビレ 短 形 楕 円 多角形

跡
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第2図  カブト山遺跡住居址分布図

北壁に平行 してな らぶPl～ P4はほぼ一直線上にあ り、 その中心間距離は

Pl―P2間  65翻  P2-P3間  55働  P3-P4間  65防
あ り、両側にあ るPl、 P4が浅 く、中央の P2、 P3は深い。中央の 2ピ ッ トを主柱穴、両側の

2ピ ッ トを支柱穴 とみ ることができるが.こ れを建物 のみの柱穴 とみることは、その間隔が上記の

ごとくせ まく、また竪穴の幅が 3.5掏以下 と推定されるので、 このような小規模の建物に以上のよ

うな 4本柱 を必要 とすることには多大の疑間が残 る。 すなわ ち、この 4本の柱穴からみ られ る柱 は

他の機能 をもあわせ持 ってい ると考え られるのであ る。

①

。
0鑑



この場合注目せ られるべ きこと

は中央の柱穴が深 く掘 られてい

ることで、 これが主柱であると

ぃ うことと同時に、二本の柱が

近接 して使用せ られる最 も身近

の例 として、梯子の主柱の役目

をはたす ものではないかと考え

られる。筆者の肩幅は約 40翻

あ り、最近の火の見や ぐらの鉄

製の悌子 は幅 40翻前後あった。

この柱穴の中心間距離 は 55翻

でこれに近 く、 もし傾斜 をもつ

ぃてぃたと考えると梯子の上方

では 40勁ばかりとなろ う。梯

子の主柱の立っていた穴 とみる

ことは決 して不 自然ではなし`と

考 えられ、 この第 1号住居址は

後考す る0と く、見張 り小屋で

イまなかろ うか。

建物の柱穴 としてはP3に対

応するものとして、南方約 3η

の位置にみ られ るP10が考えら

うが、土砂採集工事のため消滅して

第 3図 第一号住居址実測図

れ、 P2に対す る柱穴 は、 P10の東側に掘 られていたのであろ

いて、残念なが らその所在 を明 らかにで きない。

以上のように柱穴が配置されてい るので、この第 1号 住居 址 はほば東西方向に棟をもつ小規模な

建物で、屋根 をつ らぬいて梯子 が立ってい る構造 と推定 される。

住居址の床面のほぼ中央 に 3ケ の浅い ピットP6、 P7が掘 られてい るが、 この附近では多量の

木炭片が散乱していて、ピッ ト中をも埋めていたので、炉の遺構かと考えられる。その南方浅い ピ

ッ トP8や、西方 の南北方向に掘 られた細長い濤 P5は その用途は推定できない。

P5の南方にあ る矩形 状の ピットP9はその南方部の床面が削 り去 られたあとなので深さも不明

であるが、さほど深い ものではな く、その広さが大 きい ので従来の貯蔵穴 とせ られる通念のピット

よ り異な る様相の ものであって、その機能 も後考にまちたい。本 ピッ トの西南隅につなが る幅広い

凹部、それに住居址外にみ られるPllは その上面が土砂採 りで削平されたため原形をとどめない。

本遺跡の遺構内に埋 った土砂 は有機物の分解が早かったのか、他の遺跡にみ られ るごとき黒色 を

呈 してお らず、基盤の色 と大差がないので、 その境界を判別することはきわめて困難であった。 ま

た本住居址の南に接してさらに 1ケ の住居址が存在したか もしれないが、 これ もしばしば言及 した

ごとく採土作業で削 り去 られていて、その存在を明自にできがたい。

遺 物  本住居址床面近 くで出土 した遺物は下記の位置で次の ものが採集された。 (第 3図 )
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×1 高杯 (第 7図 11) × 2 増 (第 7図 21)      × 3 壷  (第 7図 5)

×4 甕  (第 7図 10)× 5 蓋 (第 7図 20)      ×6 高杯 (第 7図 12)

× 7 高杯 (第 7図 14)× 8 須恵器杯  (第 10図 17) ×9 凹石 (第12区 1)

P6附近 高杯、甕 (第 7図 )

出土した弥生土器には欠山式のをぶくむので、欠山期に近い時期に本住居址は営 まれたものと考え

られる。

三 第二号住居址

第 2号住居址は第 4区 に示す ごとく、その全面がほば確認された。その主軸 は第 1号住居址同様

北より西へほぼ 3ばばか り傾いていて、南北径は 5.6η、東西径は6.6切ゴか りある。矩形の隅丸

竪水住居址で北壁全面、およそ東壁の北部 1/3ばか りが残存してい たが、その他の壁面は後世の鍬

が壁面にまで及んだのか殆ん ど残存 していない。なお東壁は他の住居址に切 られたのか一部残って

ぃ る。 これは今後の発掘によって明白にな るであろう。北壁は地山か ら下方へ 30翻 ばか り下が床

面になって、その壁下には周溝がみられた。なお周濤のみ られるのは東北隅か らそれぞれ南および

西へかけたものと、西南隅か ら北 と東へのびるものとの一部で、幅は 10筋内外、深さ 4翻ばか り

である。

ビ′卜 床面 となる基盤は小礫 を多量にム くむ褐色 の上層 で、これを掘 りくばめるピッ トが図示

のごとく分布 してい る。発見数は床面で 18か 所、北壁の上面 で小ピッ ト5か 所 と広 くて浅い田部

1ケ 所を発見 したが、その寸法、形状は付表 3に示 した。

付表 3  第 2号住居址関係 ピッ トの寸法 (単位効 )

ピッ トノる Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 Pll Pュ 2

長   径 32 36 40 15 23 20 20 14 28 25 30

短  径 32 50 36 30 20 20 20 12 25 20 28

深   さ 32 43 25 47 12 30 20 9 24 18 25

形   状 円 形 円 形 円 形 瑚 円 形 円 胞 円 形 円 形 円 形 円 形 瑚 円 形

ピ ッ ト彪 P13 P14 P15 P16 P17 P18 P19 P20 P21 P22 P23 P24

長  径 36 70 180 24 10 10 10 10 45

短  径 25 50 160 22 28 10 10 10 10 40

深   さ 27 43 15 12 20 浅い 浅 い 浅 い 浅い と島ぃ 浅ぃ

形  状 瑚 楕 円 朕 鋭 円 形 円 形
斜 掘
田  影 円 形 円 形 円 形 円 形 円 形 概

註 P15は底部にさらに掘込み 4個、中央に掘残し 1個 を附属する。

次にピットの状況およびその機能 について言及 したい。この倒唇址の屋根 を支 える主柱のピッ ト

は住居址の隅角をむすぶ対角線 にほぼ近い位置にあるPl～ P4であろう。 これ らはいずれも径の

大 きい深い 穴で、下方か ら柱受けに使用したとみ られる円礫 が出上したピッ トもあった。 P51u4

の支柱穴かもしれない。主柱間の距離は東西 3.6～ 4物、南北 2.4～ 2.7狗あ り、壁面か らは北で

は 1.2～ 1.3η、南では 1.7物 はなれており南方の方 を広 くとってい る。 これは後述す るごとく南
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側に貯蔵穴などが掘 られ、今日でい うお勝手にあたるスペ ースにあたるためであろうか。

住居址の西辺 の中央部に P9が あるが、 Cれは この北 lη の位置にあるP8と ともに住居址出入

国の柱穴と考え られ、 P9は PlP3、 P6P7の主位間の中央部を結ぶ延長線上に位置するので棟持

柱 をかねていたであろ う。 Pl∝ Pllは P8、 P9と ともに出入口部を構成す る柱とみられる。

P2、 P4の西側に P6、 P7の小 ピッ トがみ られるが、その果たす役割につtヽ ては思いあたらない。

同様 に南辺の西部にな らぶ 2ケの小 ピットに P12、 P13も その機能は不詳 であるが、その南に掘 ら

れた大 ピットP14は貯蔵穴 と通例考えられてい るので、金の貯蔵穴と組合 ってその役割を受持 つ も

のであろうかる

住居址 の東南隅にみ られる P16、 P17の浅いピットも建物の隅 を利用 した何等かの施設の柱穴と

も推定されよう。 P18は斜に掘 られた小穴で、 これは北辺の壁面上部に掘 られているP10～ P23と

同様に径 10働内外のものとともに屋根を構成 した重本の一端 を押入したもの ともみ られる。 P19

～ P2Q P21～ P22、 P22～ P23は約 20働 の間隔 を示していて、垂木が 20働おきに並んでいた

のであろ う。

東北隅の壁面上に浅 くて広い凹所が残 るが、ここか らは木炭片が検出されたが、この凹所での使途

については目下、言及することがで きる知識がない。今後の研究 を必要とするものである。

住居址 の中央、西よりに大 きい浅い ピッ トP15(図版第 5の 1)が あり、中央底部に掘 り残 し、

その西 部に小 ピッ トが 3個 さらに追加 して掘 られ、また東隅に斜に掘 りくばめた穴が設けられ、複

雑な構成 を示 してい る。

第二号倒唇址実測区
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本 ピッ ト内には木炭片が少量出上したのみ¬炉址とするに は出土量が貧弱であったが、そのしめ る

位置か らみれば炉址とみ ることが適切であろ う。附属する4ケ の小 ピッ ト、中央部の掘 り残 しの は

たした役害」については、 ここに説明で きる知識 もないが、掘 り残 しの凸部は、 この上に甕、壷など

の上器を置いて周囲か らの焚火 か ら発散す る熱で、容器内部の液体や固体 を加熱するに便な らしめ

た炉の一施設であろ うか。

この P15が炉跡であるとして間違いなければ、 このピッ ト周長は 5η以上 もおよび、 この炉辺

に座 ることのできる人数は 8人 をこえるか もしれなt｀ きわめて大形の炉である。筆者箸は名古屋市

南区桜本町遺跡で古墳時代前期に比定され る1号住居址 を昭和 33年夏に発掘 したが、その竪穴住

居址の一辺 の長 さは一辺 7η余 もあり、本住居址 よりは大規模なものであったにもかかわ らず、東

南隅に近 く掘 り残しをもった炉址は、その長辺 70翻 ばか りで、この住居址の炉址の半分の規模の

ものであった。 この比較か ら本炉址は特異な ものであり、ひいてはこの第 2号住居址のもつ性格

も考究に値す るものであ る。おそらく大家族の住んだ住居址 とみるより、多数の人々が集合 した場

所とみた方が有力であり、東方にある第 1号住居址 と併せ考えるとき、 ますます問題とな る遺構で

あろ う。

遺 物 本住居址床面近 くで採集した遺物は下記の位置で次の ものが採集 された。 (第 4図 )

× 1 壷 (第8図 8、 21)甕 (第 8図 24)× 2 壷 (第 3図 2、 5、 9)甕 (第 8図 15～

18) × 3 壼 (第 8図 3)甕 (第 3図 14、 19、 22)Pl甕 (第 8区 23)P14甕

(第 3図 12)

断面の観察  本住居址が使用 されな くなった後、その内部には土砂が流入もしくは投 され、不

用 となった土器 も投 入されてい る。 その状況 を第 2号住居址断面図か ら想像 してみよ う。

北壁か らは小礫混 りの灰色上がまず竪穴住居址肉に流れ こんで、床面上 35翻堆積 し、北壁の外

側に浅い幅広の藩があったのかこの部分 も同様の状況 を示 してい る。南辺 に近い位置に小礫混 りの

淡掲色土の高 さ17勁 ほどの盛 り上 りがみ られるが、 これは他の場所か らここに運ばれた上であろ

ぅか。 そ して 上記の土盛 りの間に小礫混 り淡黒色土層 が厚さ15翻内外堆積 し、その上面には凹

凸がみ られる。 この層中か らは次章で説明す るごとく休生後期末の欠山式上器類似の上器破片が発

見 されるので、本住居址の時期と殆ん ど時 を経過 してtヽ ない堆積 と考えられ る。

Cの土層の堆積の上に は小礫混 りの灰褐色土層が厚さ20翻内外で形成 され、その上面 はなだ ら

かである。 この層中か らは土器 も出土 したが、特に古墳時代須恵器 の初期様式のものが採集される。

上層は小礫混 り灰色の表土層 で厚さ20翻内外を計る。本層か らも土器 を出土す るが、 この層 は

耕作によ り掘 りか えされた攪舌L層 であるので、その形成時期はわか らない。

住居址 西

第 5図 第■号住居址内部の土砂堆積状況
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四 東方 トレンチ

調査区の東端すな わち、第 1号住居址 の南側にはば東西方向に長さ 14η、幅 1開 ばか りの トレ

ンチを設け調査した。 時間的制約か ら本 トレンチを拡張することなしに発掘 を終わったので、その

成果として は特 に著 しtヽ ものはなかったが、遺物な らびに層序について の記録に とどめ次回の調査

の参考としておきたい。

遺 物 出土品は土器の細片ばか りで、その器形を知 る資料にかけ、 したがつて実測図もかかげ

るCと はで きない。

層 序 本 トレンチの東端は土砂採 りのためで きた崖面に終 ってい る。その層序は第 6図 の実測

図に示した。

まず第 1層である表土層 は小礫混 りの灰色 ELSで 、その厚さは 10～ 30翻あ り、東部に うす く、

西部に厚い。 この下層 の第 2層 はやは り小礫 をましえた灰褐色土層 で、東都では下の第 3層が駆 り

あがって、第2層 は観察 できない。本層は東に厚 く20働内外、西は うすいが西端では再び厚く30

勁に達する。 この第 2層 の東方部で土器細片 を出上したのみで、西方部ではほとんどみかけない。

第 3層 イd歌質 の小礫 混 りの褐色土層であり全体に うす く10翻未満であるが、東端では上記した

ように駆上 って 35勁 もある。 またこの盛 り上 り末端 より西方 5ηの所に灰 を含む黒色部分が 35

翻ばか りの凹所 をなし、 さ らにその西 に厚さ 30翻 ばかりも盛上 りをみとめたも この第 3層 の東半

分において土器片の出土が多か っI亀

第 4層 は地山であ るだヽ際混 りの褐色土層で、上述 したごとく第 3層 の落込み部分 を除 き上面は平

坦である。勿論遺物 は出土していない。

遺構 として考えられ る部分は第 3層 の 2ケ 所の盛上 りの間が住居址床面 ではないかとも考え られ

るが、 トレンチ をひろげて確認する必要があろう。 また西端の基盤部の凹所 もピッ醐k溝か、そ

のいずれとも決 しかね るが、終極的には次回の発掘 により明白にされ うるであろう。

(三渡俊一郎 )
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第 6図 東 方 トレ ンテ 実 測 図
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第四章  遺    物

一 第‐号住居址の遺物

1.住居址床面

本遺跡の 第 1号住居址及びその東のピット等より出土した土器類は、殆んどが圧砕された状

態で出土している。壷、甕の胴都、高杯の杯都等はボロボロに欠け殆んど形を成さない。遺構内

の土壊は地盤の粘土層と変わらぬ、粘 りと硬さを持ち、近世の新日の堤防の芯 (ハ ガネとい う。)

の土に使われる特性を持つ土質である。 この特殊な土壌沖 に長期埋蔵されて来た土器の状態が、

第一号住居址から出土した土器の形状に影響してい る。そのため、甕の脚、高杯の脚部が比較的

多く、他の部分は粉砕された状態で出土している。

壼形土器 第7図(0 大型壺の底部で、粘土は良質であり、潟側に中心から直線的に渦巻状の

櫛目文様が描かれている。

甕形と器 第 7図10 脚と胴部との接合部分が比較的厚く土質は細かい砂が多量にましってい

る。 (15、 17)は脚部である。

高杯形土器 第7図 t2 1ま細かい多数の上器片と共に出土する。作図中に、ひび割れの部分か

ら割れ、杯と脚の接合部は円形で、密着していなし`ことが半よ明し、高杯の製作過程と土質のちが

いが確められた。こつは 脚部の表面に、約2翻間隔で櫛目文が入っている。脚都の内側上部に、

粘土のひねりの部の が大 きく見られ、粗雑ともみれる作りである。全面に、細かいひび割れが見

られ、一部黒 く焼けている。

増形上器 第 7図⑪ 短い口縁部が「 く」字状に外反し、胴下部にムくらみを持つ小型靖で、

内外側共に朱色の着色がしてある。

蓋杯 (須恵器)身 部分と思われる。口辺分は殆んど垂直で、底部か ら口辺部に移る境に一条

の凸帯をめぐらす。全体に薄手で、華奢な作りである。

凹石 第 12図 (1)安 山岩で、両面共に中央部に径 30脇円形状に敲痕がみられる。淡青緑色

の付着物があり、一号址の東方長方形のピット部分から採集した。

2,そ の他

第一号住居址黒土層 は、既に土砂採掘用シャベルにより削り採 られ、その多 くは、ダンプカー

で他の場所へ運ばれたり、一号址南東部の盛上に積まれていた。遺構に残された黒ELE中の土器

片につき概説する。

重形土器 日縁部が外反したもの 第 7図 (1)121、 殆んど直線的に外側へひらくもの (0口縁都

わヨ陸かに反り、口端が丸く厚味のある壷 141

甕影上器 第 7図QO 大形甕のコ縁部がゆるく「 く」字状になり、顎都に櫛描 き平行線文様が

みられる。(り は 日端部が内湾する退イヒした「 S」 字状の口縁部で、外部に深い刻み目の痕が残

っている。18)は  口縁部の作りが入念で、ゆるくカーブしており、濃茶褐色をしたもの。(0こりは

脚都とみられる。

高杯形土器 脚都破片とみられるもの 第7図  (1(1よ 1氏 1&19)がある。

石器  第12図2)花闘岩で磨滅涙 を示すものを採集した。
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第 7図  第 一号 住居址土器実測図
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第二号住居址の遺物

1.住居址床面

本住居址床面上 もしくはピット中より出土 した遺物には、壷、甕形土器の破片、及び叩石、砥

石等の石器類があ り、その概略を次に説明す る。

壷形土器 第 8図 (η 退化したパ レス形小型壷の日縁片で、口端は平 らで 3条 の凹線をめ ぐらし

上面に羽状文 を飾 るもの。及び扇状文を描 いた小片18)、 「 く」字状にひらく口縁部で、その端面

を棄但に仕上げたもの (1-3.6)口 縁が直立に近い傾 きを示す突 端の もの14)、 及び「ひさご |

形壷の長い口部で、外反した口縁部が上半でゆるやかに内湾したもの(0な どがある。平底の壺底

部 (9、 10)及 び平担部がない傾斜する底面を示すものこ0な どが出上している。

甕形土器 第 8図 頃 部か ら「 く,1字状にひらく口縁部確o、 また「 く」字形 に外反 した口縁部

の末端 近くで内湾するか、外反す る角度、及び内湾程度の強いもの (12、 27)及 びその程度の

弱t｀ もの (13-17)が あ り、器壁内外面は、はけ目で仕上 げられたものが多い。 また外反せず

に殆ん ど直立 した形状 の もの (18-20)も ある。19は頸部に土器製作時における、継 ざ目が残

ってい る粗造品である。以上の 4種 は記載の順に時代が新し く、口端都付近で内湾するグループ

は、そのそ形が「 S」 字口縁甕 形土器で、その退化 したものであろう。以上のほか、甕形土器 の

脚部 (23-26)も みられる。

上記した床面発見の上器類は 欠 山式の退化 したものが目立 ち、注目すべ き土器群である。

石器 第 12盟 チャー トの叩石で完形品 (0 半欠品14)は 砂岩、及びチャー ト質の砥石用の石

器で、クリーム色 をし 4角 形で摩耗品 を両面に持つ もの6)1個 が採集されてい る。

2.床面以外の遺物

壼影上器 第 9図位)パ レス型壷の退化 したもの、口縁部で外反してお り、末端部にたれ下 り

外方へ張 り出しその端面 に六条の濤をめ ぐらしてい る。 (2、 3、 4)は 大 きく口部が開 き、(21

は口端外面に稜をもつもの (9は 口端近 くで直立 しその内面に、粘土のは りつけがみ られる。14)

は長い口頸部をもちゆるくうねった断面 を呈する。直立に近い薄肉のもの。⑤は「 く」字形に開

いた口頸部が短か く肉厚である。(6-9)イ通 胴部の開鞭 、真勲 こ焼t,た 面に触 、斜緻 、 竹管

文が美 しい。 (10-16)は底部で、底面の平担で肉厚のもの、やや丸味をもち肉薄の M恥 ある。

甕形土器 第 9図 (19-21)「 く」字状に外反した後、内湾程度が強い口縁部で (19、 20)

は口端外部に刻み目をめ ぐらしてい る。 (2ゑ 23)は「 く」宇状で、②はやや55い 内湾 をしめす。

またその口端外部には刻 み目をほ どこす。口頸部には斜めに仕上げ目が残 り黒 く焼けてい る部分

がみ られる。のは、直立に近い傾 きを示す肥 厚の 口縁 の内側には、水平にはけ目があり、外側

にへ ら様の もので短かいはね上げを施 してい る。のは、鋭角的に折れた「 く」字形の口頸部 をも

ち、肩部には櫛 目文が斜めに入れ られ、黒 く焼けてい る。 (26-32)は脚部で、はけ目のみ ら

れ るものもある。

高杯形土器 ほば原形が確認で きる、高杯 2個出上した。第 10図(1)の 杯部は深 く立 ち、底都

にうつる部分には稜を示す。脚部は大 きくひらきその下半部より裾にかけてやや内湾状 を示 し、

中央よ りやや上部に 3孔を うがっている。121は杯部は深 く稜 があり内外共に朱が塗ってある。裾

部は薄くラッパ状に外反する。は)は浅い杯部で口端が外反 し6)は 杯底部 (6-11)は 脚部の高い

ものや低ぃ ものがある。

小鉢形土器 第 9区 t9日 端部は内にまがり頸部の外側には粘土がはりつけてあ り粗造である。

-17-
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loは 口端部が僅かに外反して肩部がやや張 ってい るが、これ も頸部外側には粘上の継 ざ目がみ ら

れる粗製品である。

蓋杯 (須恵器 )第 10図 (12-16)と も第 2号住 居址の南側 より出上 している。(12■14)

は蓋部で1朗よつまみの上部に凹みがあ り、肉厚 で稜がす るどく突 き出 してい る。(15、 16)は杯部

で口縁部がやや内湾してい る。10以外のものは、頂部、底部にかけて数条の仕上痕がみ られる。

高 杯 (須恵器 )第 10図 10、 杯部はゆ るい内湾を示 し上部にい くに従いやや外反 してい る。

外側に2つ の稜がつ き、その部分に一部ガラス状の釉がついてい る。C9は脚都で円筒形の上認ょ

り下半部にかけてひろが りをもつ。半面には黒灰色 に薄い自然釉がみられ、他の半面 は灰自色 を

示す。 その他、小片 であるが、蓋杯、甕、高杯の杯部の破片を採集 した。

土錘 第 2号住居址床面外より出土したもの第 10図 (20-22)と 、工事 による盛土沖 より採

集 したもの (23-25)が ある。のは不整球で、他 は円筒形 を呈 し、大・中・小の各種がある。

三 表面採集の遺物

ヵブ ト山土採 り工事によ り、本遺 跡の表土か ら黒土層の部分の土壊が一カ子万に寄せ られ、第 1、

2号住居址 の南方に、約 3町の高さで土盛 りされていた。 この部分より採集 したのが、表面採集の

遺物である。

尚、表面採集の遺物は、作図の上か ら 第 11図、工事による盛 り土中よ り採集した土器実測図

のほか、第 12図、第 10図、第 7図 にまたがってい る。

壼形上器  第 11図 位)パ レス型壷の口端部が上下には り出し、口端の外部に 7条 の醗 をめぐ

らしている。似)は 、幅広の口端外部に凌をもつ、小型の壷の口縁乳 e)は大型壷で、「 く」字形の

口縁部がゆるく外反し、国頸部に櫛目文がみ られる。 (4、 5)は「 く」字形にひらいた口縁部が

14)は外反し、外側に稜線がみられる。15)は 、儀)に くらべ外反が弱 く、口頸部にあらい櫛目文がみ ら

れる。 (6-10)|ま壷の底部で ①)は外底に凹みがみられ、外側に黒 く焼けたあとがある。(71は肉薄

で、ゆるやかにまるみをおびている。これも底の部分が黒く焼けてい る。 (&9)は底部が、脚部に

くらべ特に厚く、18)は 外部に櫛 目文があり、19)は底部が、内側まで焼けている。こ0は大形壺の底部

で、胴の下部から底部にかけて、2翻 もの厚味があり、内部には細かいはけ目仕上げがみられる。

甕形上器  第 11区  Qりは大形甕で、「 く」字形の口縁部で、口端でわずかに内湾する。19は

口頸部が短かく、日端部はするどく外反し、外側口頸部にあらい櫛目文がみられる。19は 口端部で

するどく内湾してしヽる。のは国縁部がゆるく内湾している。 9つ口縁部が「 く」字状にまがり、日頸

部にあらい櫛目文が横に、また口頸部から胴部にかけて、斜めに櫛目文が入っている。 (22-26)

は甕の脚都。②まわ酷脩 内反し、 (23-26)は外にひろがっている。働は胴と脚部の接合部が象J離 し

た状態で出土しているため、その製作過程がわかる。特に土質は細か く、良質である。

高杯形土器 第11図 (1ユー15)は高杯形土器の脚訊  (11、 14)は水平に櫛目文がみられ、&0

は全面に細かく、10は あらく数条みられるだけである。 (1ム 13)は、杯部と脚の接合部よりやや

下方に、それぞれ 1孔 をうがってい る。19は脚が特に高い。

器台形土器 第 11図 101ま 器台形土器の脚部で、杯 と脚部の接合部から裾にかけて内反し、肉厚

である。

石器 第 12図 (1.2.3.4.6)は第 1、 2号住居址の遺物の項で説明した。(51は第 2号住居址床

面以外より出土した。砂岩質で一部争」落し火のため変色 した焼石である。 (7、 9)は薄い板砥石状

であらい砂岩である。(0面はよく研磨されている砂岩。QOIま本遺跡発掘調査中、早川源吉氏より屈

けられたもので、盛 り土よりころがり落ちたものと思われる。橋円形の安山岩で、第 1号住居址採

集の凹石と同質で、全 く同じ付着物がみられることから ともに関連性のあるものかと思われる。
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第 12図  カプ ト山遺跡出士の石器と鉄片

中央にはおたましゃ くし状の凹みがきざまれてい る。

石器片  (黒曜石 )

19は、第一号住居址の西方 2ηの枯木の根元 よ り採集す る。尖端が錐状になっており、良質であ

る。10は、露 り上中 より採集 した。

鉄片

ほぼ瓜形をした鉄片 2こ がある。

(池 田陸介 )
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第五章 考

一 住居址

今次の発掘調査は、遺跡全体の一部分にすざず、検出した遺構 や遺物 も少ないために多 くを記述

し得ないが、あえて若千の考察に止め、遺跡のもつ性格の一端を記す。

調査 した2戸の住居址の うち第 1号住居址は、竪穴式の住居址で大半が破壊されて原形の推定す

ら困難である。 プランが隅丸方形になるのか、隅丸長方形なのかも判然としない。残存部は、地山

か ら約 40働程掘 り込まれて床面 が設定 されてい る。床面は小礫が多 くそのままの床面 としては使

用 しに くい状態であ ることか ら、床面上に雑車 や稲わら等を敷 きつめていたと考えられ る。床面に

は、各種の形状 をもったピッ トが不規則に散在 してみられる。その うち主な柱点 とみ られるものは

少ない。 まして対応す る位置が削 り取 られ、また部分的に複合してい るために明確に判じ得ない。

残存 してい る壁面の状態か ら推察 すると、一辺が約 5η内外の規模 をもってい たことにな る。然し

第 2号住居址 との関係 において、住居址の方位が同じにな ると想定すれば、検出 した第 1号住居址

は隅丸長方形のプランをもって、ほぼ東西に長径 をとる住居址 とも考 えられ、規模としては第2号

住居址と類似すると も考 えられよう。

柱穴についてみれば、北壁に添って直列に並んだ4本の柱穴は、中にはさまれた2本の柱穴が深

く掘 られており、一応主柱的な役 目をもっており、両側の 2本 は浅 くて補柱穴 とみ られる。柱 は隣

接 していて も、必ずしも同じ長さであった り、同じ役目を果しているとは限 らず、補柱的な役目や

動梁的な役を果す ものと推察 される。また同一屋内における他の用途の為に、間敷切 り的な要素や

部分的な高床 をもっていたか もしれなぃ。通常にみられる上屋に対する柱は 4本 または6本で、定

型化された構造 とは異なる構築方法 をとってい ることは否定できない。 また柱穴は、必ずしも住居

址内に限定されず、竪穴の外の地表面に設けられた りする例 もみ られることか ら、 P10や Pllは

P3と 対応す る地点 にあることになるであろ う。 しかし住居址の全面が検出されない以上推察 の範

囲 をこえないであろう。

床面におけ る浅い濤は、浸水 した場合の排水濤や集水濤 と考え られる。 また長方形のプランをも

った凹状のピッ トは、浅 くて貯蔵穴 とは考え られない。破損し易い土器類やその他の器物 を置 くた

め に住居の一隅に設け られにものであろ う力ち 底面は踏み固め られた痕跡がみ られなかった。

第 2号住居址は、第 1号住居址 と方位 を同じ くし、約 5切 を隔てて築営された隅丸長方形の竪穴

式住居址である。

規模は 5。 6η × 6.6η と中規模で4本の主柱によって梁木を組み、屋根は地表面まで葺 きおろし

た寄棟造 りで あったと考えられる。

住居址の西酵
「 面の両隅二か所に、垂木の末端 を埋 めこんだピットが検出で きた。 このピッ トの

間隔は約 20働であ ることか ら、垂木は約 20翻毎におかれたようである。西北端の壁面上には、

この垂木 を埋め込んだピットと隣接 して、径約40翻のピッ トがあった。 このピッ トは、 4本の主

柱の対角線上に位置す る。 ピッ トの中には、炭が入ってお りなんの為のピッ トか解釈に苦しむもの

であった。 これは炉址の灰を捨てたものか、支柱 とするとき、用材の基部を焼いて使ったものかも

しれない。掘立柱とするときは、防腐や防虫のために柱が埋 まる部分 を焼 くのは、現在 で も行なわ

察
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れるし、住居址の柱穴からは、木炭末が多くみ られることからも考えられよう。

住居址の南端には、 2本 のさして太 くはない柱穴 と、それに附随する2本 の柱穴があ り、床面の

状態や位置か ら考えて戸日と思われる。

東壁の南寄 りには、貯蔵穴と考えられるピットが検出された。その貯蔵穴は、 2本の柱によって

囲まれた状態であり、用途や機能による分室の崩芽かもしれなtヽ。

また住居址の中央東よりに2本の細い柱穴がみられる力ヽ 普通は4本 の主柱によって上屋が構成

され、それに附随した柱穴とみなされることが多いが、この場合は、主柱に対するものか独立した

ものかは不明である。可能性として推察するならば、中央の炉址の熱を利用した乾燥用の組木かも

しれなt｀ し、海に近 く海産物の乾燥や悪天候の際の干物用、または棚状の施設を設けたとも考えら

れる。

中央の炉址は、床面と同じ高さに炭化物が多 くみられ、またピット内にも灰がみられた力歩 くは

なかった。日常かかせない火は、使用するたびに灰を積 らせるので、住居期間が長いほど量も多 く

なるから、堆積した灰を屋外へ捨てたものであろう。魚貝や肉類を焼 くにも、広がった灰の上に落

ちては食用に適さず、不用となるものは、当然除外するのが普通であるから、ピッ トの大 きさとか、

灰や炭化物が少ないからといって炉址を否定することはできない。第2号住居址における中央の大

ピットは、灰や炭化物がピット内から多 くでなくとも炉址 として間違いないであろう。屋外におけ

る煮沸用の炉 も考えられる。筆者が調査した愛知県丹羽郡大口町大字豊田所在の自木遺跡では、住

居址か ら2～ 3切離れた地点に3か所の炉址がみられた。住居そのものが引火しやすい構造である

ために、火災の危険性が大きい。屋外ならば、その点安心して火を使 うことができる。 また真夏の

暑いときに、屋内で火を使うことは、暑さをいっそ う厳しくすることからも、屋外の木蔭で煮沸す

る方がよいであろう。

炉址の大小は、人数の多少にも関係があろう。特に冬期の厳寒は、誰しも暖気を求めて炉端によ

るだろうし、人数が多ければ、癖も広めなければならない。第2号住居址の炉における底面は、比

較的平担で、やわらかった。炉穴の中央で火を燃やし、その周囲に、魚肉類を串刺しにした串を並

べて焼くようなこともできるものであった。

このようなことから、第 1号住居址は、特殊な構造をもった家屋とも断定されない。遺存状況の

よかった床面の柱穴による考察では、部分的に特殊な構造をもったものともいえよう。第2駐 居

址は通有の住居址であろう。住居址の年代は、出土遺物により前者が、尾張三河地方における土師

器の編障で青山式の年代に 後者は王江式の年代にそれぞれ比定 されよう。

工 遺跡の構造と土器

調査し得た住居址や設定したトレンテ、土取 り後の崖の断面等から当遺跡の形成をみてみると、

住居址が廃絶 された後に土砂が堆積している。住居址の廃絶がなされた時点で、そのまま放置され

て埋没した場合には、比較的床面の遺存状況がよく、構築物を取り払った場合には床面の遺存状況

がよくないであろう。最初の上砂の流入は、床面に堆積した細粒の粘着力に富んだ有機質の黒褐色

土層がみられ る。この上は住居址の床面の細部まで浸透しており、雨水による堆積であろう。更に

その上部には、赤掘色の上砂が積もり、部分的には、方生後期末の土器片が混入しており、住居址

床面のELA群 より古い土器片や新しい土器群も混在しているために、人工的な堆積があったとみら

れる。
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第 2号住居址の場合 も上述 と同様であるが、赤褐色土層の中に、淡黒色の層があって、古式上師

器と共 に、古墳時代須恵器 の編年に よる第 1～第 2形式 にあたる杯 身や蓋わ浮 出してい る。 この須

恵器 の杯は、口径 10,7働、器高 4.4翻 でその比はほぼ 1対 2の小形 である。型式的 な特徴は、

身の口辺部の立上が りの幅が広 く、垂直に近い薄手のつ くりである。蓋 も 身 と同じ ように、口辺

部が垂直につ くられた上手物で ある。 これ らの ことからこの有機土層 は、 5世紀後半頃の型式にな

るであろう。 カブ ト山古墳の築造 が 4世紀後葉 か ら5世紀初頭 にかけての年代になるとすれば、調

査 した住居址 は、古墳が造営 された年代 にはほば等 しい と考え られ る。

つぎに出土した土器群は、乾湿による収縮度 の高い土質 に災いされて、そのほとん どが破砕され

て器形 の全容 を知 るものは少ない。

第 1号住居址床面出上の土器は、愛知県宝飯郡小坂井町 の欠山遺跡出土の上器 を標式 とす る欠山

式の壺形土器、台付壷形土器、台付甕形土器、高杯形土器等がみ られる。中でも小型の巾着形 をし

た袋状の上器は、最大径 が通常は胴部又 は上胴 部にみ られるのに くらべ、本例は、最大径が最下部

にあって、通有の形状 とは異なってい る。土器の内外両面には丹彩がみ られ、尾張地方出上のパレ

ススタイルと呼ばれる着彩の土器の影響 を受けたものである。 色の異形の小形土器 に近似したもの

は、大阪府枚方市鷹塚 山の体生遺跡か ら出土した異形土器 2点であるが、大きさは、本遺跡の もの

がやや小さ く器高 5.2翻、胴径 7.6勁である。 Cれ らは一般的にみ られない特殊な形状か ら、祭祀

用の ものではなかろうかと考え られる。

須恵器出現以前の土師器で、い わゆる古式土師器 とみ られる一群がある。 愛知県碧海郡高浜町の

王江遺跡の土器 を標示とす るもので、厚手の複合口縁をもった壷形土器や、逆八の字形 に開いた口

辺部をもつ壷形土器がみられ る。高杯形土器では、杯部の口縁部が外反 りで浅 く、脚端の据がラッ

パ状 に開 くものがあ る。壷形土器では、日縁部が くの字状にゆるく開 き、上胴部に最大径 があって

脚台をつけたもの もある。 この外小形で丸底の壼形土器があるが、いずれも細片で図示 し得 ないも

のばかりであった。須恵器では蓋杯の杯身が 1点出上 してぃ る。その形状か ら須恵器 の第一型式と

み られるものである。出土した土器群 が、外生式後期の伝統を残すものが多 く、土師器が主体く

須恵器 は 1点 のみである。 これは、住居址が廃絶前 に残されたものとすれば、 これ らの土器が使用

されてい る時期に須恵器が、初現 したものと思われる。然 し後世の混入 も考え られることか ら、類

例の増加 をまって考えたい。

第 2号住居址の出土土器は、細片が多 く、形態を充分知 るに足るものは少量で、その特徴 をつか

むには困難な ものが大部分である。

出土土器の形態は重形土器、甕形士器、小鉢形土器、高杯形土器がみ られる。壷形土器では、尾

張一帯に普遍的にみ られる丹塗の上器がみ られる。 これは広口壷の 口縁部で、口端 の凹繰や口縁部

内側上面 に羽状文や扇状文を施 したもので、林生式後期の寄道式土器の伝統を強 く残す ものや、東

海市柳が坪貝塚出土の上器 を標式 とする柳 が坪形の土器、 S字状 の日縁 をもつ甕形土器の祖型とみ

られ るものや、外生式の甕で S字状 に縁のややくずれたもの、不 明確ではあ るが、複合口縁 らしく

口縁部外面に、わずかな稜をみ るもの、小形丸底のもの等である。

これ らは、いずれも、粘土が緻密 でよ く精選 されてお り、外生式後期か ら文様が失 なわれはじめ

て無文化 した り、土器の底部が丸底化したり、複合 口縁の甕形土器や、 口縁部に隆帯を もつ畿内的

な様相を示すものなど、先行型式の伝統を強 く残 しなが ら、土師器の初現 をみる過渡的様相の一端

をみることができよう。

(宮川芳照 )
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第六章 カブト山周辺の遺跡と歴史的環境

1.

「カブ ト山遺跡」  第一次調査  と題す る報告 書の刊行には、ただ第一沃調査の報告書である

のみでな く、カブト山古墳・三ッ屋古墳群 ・斉山古墳な どの名和古墳群 をはじめとするこの地域 の諸

遺跡の紹介 にも、大 きな配慮が もとめ られてい る。

本報告書 は、地域の文化財手引の使命をもかねてい る関係か ら、歴史の背景について も教養的 な記

述 をもとめ られてい るので、専門の研究者 にはいささかわず らわしい面 もあろうがゆるされたい。

東海市名和町のカブ ト山か ら三 ッ屋、そして名古屋市大高町の斉山か ら氷上姉子神社へつづ く丘陵

の上に、 これまで知 られていた遺跡の数 々に対して、昭和 47年の 9月 か ら12月 におよんだカブ ト

山遺跡の第一次調査が どんな成果 を追加す ることがで きたか。ぃぃかえれば今次のカブ ト山遺跡 の読

査が単独の研究ではな く、一連 の遺跡に対するこれまでの研究の過程 の中で、研究成果の評価 をされ

るもの であ り、 この丘陵全体 を一つの歴史的環境 として把握 してい きたい とい う立場にほかな らない、

さ らに、こり君一次調査の報告書は、昭和 48年度 に予定されてい る本調査の前 に、遺跡の もつ意

義 を明 らかにして、文化財保護 を軸とした環境整備についての構想 もかねていることか ら、歴史の変

遷 に対応 した各遺 跡の性格をのべてみたい。

カブト山遺 跡か ら数百切東へはなれた斉山の丘陵か ら、縄文晩難騰末期 の上器が発見 されてい るこ

とはすでに指摘 (注 1)さ れているが、今を去 る2千 数百年前、 この丘陵地帯における最初の住民で

ある。

この時期につづいて斉山の小貝塚の中か ら発見されてい る方生土器が、カブ ト山遺跡の第一次調査

において も比較 的 まとまった形で検出されてい るが、 この周辺における第二の時期の住民 である。東

海地方の方生後期の文化で、寄道式か ら欠山式へ うつ る時期であ り、 3世紀の終末か ら4世紀の税頭

の ころである。 アユチ潟は もちろん陸化がすすんでいないのであるが、丘陵の裾にはところどころに

泉がわき出る地点 も知 られ、丘陵の裾とアユテ潟の中間にはどまれた低位の決積段丘面な ど、初期の

水田農業が開始 されてぃたのであろう。 さらにカブ ト山と三ッ屋 の間の谷など、丘陵 を深 くきざんだ

浸蝕谷な どには、淡水の沼地 が随所にひろが り、谷頭部 を利用した農耕集落ができあがってぃたもの

であろ う。

4世紀の前葉ともな ると、大和地 方においては大和国家の基礎がすでに形 をなしつつあ る時代で、

次第に周囲の在地豪族の勢力 をまとめて、統一政権への道をすすんでい たころである。

近年、弥生時代の墳墓について方形周濤墓 とぃ う墓制が多 く報告 されているが、私は昭和45年 に

尾張旭市において、自山第一号墳とい う4世紀前葉の外生墳墓 を調査 (注 2)し た。 仮 りに方形台状

墳 と称しておいたが、東西 17η・南北 12ηとい う基底 プランの上に、東西 9.5η ・南北 8切の方

形をした上面プランをもっていて、基底面か らの高さは約 二ηである。そして周囲 をめ ぐる側面 には

握 り色ぶし大の礫で一面に葺石力Чまどこされていた。副葬品 としては、微高をなした基底都中央の上

にうす く敷かれ た灰黒色有機層か ら約 10翻 も浮いた形で、両刃の鉄剣が検出されてい る。

大和勢力の国家統一を象徴す る畿内形の高塚式古墳が、国内の隅々へ波及す る前の段階にあた る4

津
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世紀前葉の ころ、外生時代の方形周濤墓がさらに充実 して きて、土着の在地豪族の力を物語ってい る。

しかし歴史の流れからすれば、西の方か らせ まりくる大和政権の足音におののきなが ら、 自分の支 配

領域の充実をはか って、必死にな って抵抗 してい る土着集落の首長の姿が連想で きるのであ る。

3.

4世紀の後葉の築造 とされる古墳時代前期のカブト山古墳 (注 3)の性格をのべるためには、大和

国家の成立 とい う中央の歴史の背景 をのべなけれだ な らない。

大和国家 の成立 については、すでに考古学 や古代研究の諸先学 によって多 くの考察がある。 ここで

は主として上田正 昭氏 の「大和朝延」 (角川選書 )や、小島俊次氏の「大和政権成菫への一考察」(法

政史宰第 20号 )な どの文献によったが、古事記 や日本書記にしるされた神武天皇につづいて開イヒ天

皇にいたる8代 の天皇について は、後に大和朝廷の勢力 が確定暮れてか ら新 しくつ くられたものであ

る。すなわち初代の神武天皇 と 10代 目の崇神天皇 を同一人物としてあてはめねば解決できない もの

が多 く、 それからのち9代目の開化天皇にい たる記述は、神 話につづ く前の部分 と6世紀の政情 を反

映 して接合させた後世の構成で あり、古墳の立場か ら正 しく実存 を裏付け られる大和朝廷の最初の天

皇 は崇神 ズ皇 とされてい る。

この時期 は 4世紀の中葉か ら後葉に もとめ られてお り、小島俊次氏は崇神・垂仁・景行天皇の時期

を大和朝廷 の第一次王期 とし、上田正昭氏はまたその本側地が三輪 山をとりま く地域にあ ることか ら

三輪王朝 とよんでいる。そして大和朝延における天皇の系統 も、戦前の日本歴史がと くような万世一

系とい う絶対的なものではな く、幾 たびかの政権交代があったものである。

さ らに第二次王朝について は、上田正昭氏によって河内王朝 とよばれてい るが、その始祖 は庵神 天

皇であ り、時期 は5世紀の中葉に比定されてい る。新羅か ら帰還した神功皇后が、筑 紫国で皇子を分

娩 され、皇后は皇子 とともに難波へ帰ってこられ るとい う出生の説話があるように、北九州の出身 で

ある。大和政権の主流の座を継承するために、第一次王朝の娘の仲姫 を皇后 としてお り、外来の豪族

が土着の豪族と和合す る形の例として考えられ る。そして応神・仁徳・履中・反正・允恭・安康・雄

略 とつづく第二次王朝の地盤は、応神・仁徳天皇陵の所在でもわかるように河内が中心であ り、上田

正昭氏は河内王朝 といってい る。

カブ ト山古墳の築造 され た時期は、以上のべ た大和朝延の碗権交代の中で、三輪王朝 とよばれ る第

一次王朝の ころにあたる4世紀後葉 に比定 されてい る。

大和朝廷の王朝は、大和における政権が確立す ると、間髪を入れず諸豪族の力を結集 して、東国の

征服にの りだしてきて、大和朝廷の支配区域に アガタ (県 )を 設定 して、天領としての行政単位 とし

た。 アガタの所在は大和朝廷の支配下に入 ったことを示す裏付けであ り、一定の貢納 を強制される地

域で もある。 アガタの分布か らみると尾張国は初期の大和朝廷の東の限界であった らし く、尾張の 国

では、ニワ県 (天孫本紀 )や アユテ県 (熱田縁起 )・ 島田上下県 (和名抄 )な どが知 られてい る。 ア

ユテの県主の祖先は、周辺に散在す る方生時代のムラを統合 して、小国家 を形づ くってい たもの力X

4世紀の後半のころ、大和朝廷の東国征所の 時にあた り支配下に入ったもので、三角縁神獣鏡 (ば う

製 )を 出土 したカブ ト古墳はその首長の墓であ る。祭祀 は もとよ り政治的支配権 をにぎり、 さらに東

方へ大 和勢力が進 む時には、一方の軍司令官の役割をになった ものであろう。

今次の調査において、古墳の南方か ら検出され たカブト山遺跡の第一住居址・第二住居址 ともに、

須恵器をともなわない古式土師器の時期であ り、 このカブ ト山古墳 とほば年代 をおなじくし、直接の
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つなが りが うかがえる時期の ものであつた。

4.

ここでのべてお きたいのは尾 張における尾張氏の支配の問題 と、 もう一つはいわゆるヤマ トタケル

伝説である。

名古屋台地の南端に熱田神宮が鎮座し、その北につづいて断夫山古墳 とい う尾張地 方最大 の前方後

円墳がつ くられてお り、周囲をめぐらしているハニ フには須恵質の ものがみ られていて、 5世紀の終

末か 6世紀の初頭に年代 が比定 されている。

こうしたことか ら考えてみても、尾張国における尾張氏 の政治上の地位 は祭祀権とともに、 5世紀

の後半には確立していたものと考え られ よう。

継体記紀によると、 6世紀の中葉のころ尾張氏は継体天皇に妃をお くり、安閑・宣化の両天皇の外

戚 となり、在地性の濃い豪族 としては破格の栄進をしてい るが、前に紹介した上田正昭氏の論述によ

れば、大和朝延の第二次王朝として、継体天皇が越前にお こり、大和へ入ってい くにあたり、尾張氏

の尾張における軍事力の提供をうけたという、特別の菌係によると指摘している。その後 も壬申の乱

に際しては、天武方について功臣となり、大和朝廷をささえる内延関係の豪族としての立場を保持 し

てきた ものであ る。

つ ざに熱田神宮の祭神の一人であるヤマ トタケルについての伝説である力ヽ 記紀には景行天皇の皇

子 とされ、宋書に伝え られ る倭王武 (雄 略天皇 )の上葵文に もみ られ るように、 5世紀初頭の ころの

説話 として伝えている。そしてヤマ トタケルが架空 の人物であ り、伝説上の人物であるとい うことは

すでに多くの学者によって説かれていて、だれ も異 存はあ るまい。

記紀のい うところによると、ヤマ トタケルノミコ トは景行天皇の命をうけて、大和の朝延にまつ ろ

わぬ賊を平定するために東国へお もむくのであるが、まず伊勢神宮に奉仕す る叔母のヤマ トヒメをた

ずね草ナギ ノツルギを授け られた。 やがで尾 臓 こ入った ミコ トはカブト山古墳か ら近 く、丘陵つづ き

の氷上邑にいたり、尾張氏の娘の ミヤズヒメとはれ て帰還 した 日には婚 (メ アイ )す るとい う契 りを

むすび、さらに東国さして遠征の途についてい った とい うのである。

ヤマ トタケルが実在の人でないとす ると、 ヤマ トタケル伝説の一翼をになって契 りをむすんだ ミヤ

ズヒメや、 ともに東国さして遠征の旅に立っていった建稲種命について も、具体的な実在な人 とい う

把握には苦 しい問題点が多かろう。 ともあれ、大和政権によって幾たび もおこなわれた東国征服の大

事業にあた り、数多い大和の勇者の姿を皇族将軍 ヤマ トタケルを主人公 として形象化 した大 ロマンと

して理解すべ きものであろう。

4世紀か ら5世紀にかけて、名古屋南部か ら知多半島の豪族がカブ ト山古墳 を一つの頂点 として、

大和朝延の支配下に入ってい き、アユテ県 (ア ガタ )と して行政 されている中で、 5世紀の終末か 6

世紀初頭のころ尾張氏が尾張国の旗がしらとしての地 位を確立 したものである。 6世紀の中ごろ継体

王朝の樹立にあたっては大 きな役割をはたし、ついには外戚の関係にまで栄進するのである。 しか し

孝昭天皇の皇后 とか崇神天皇の妃を尾張氏の家か らだしたとい う記紀の伝承については、史実ではな

く、尾張氏 が内延関係に入り実権 をえてか らのち、 自分の氏族の浴革を古 く誇示するために創作され

た ものといわれ る。

5.

そしてカブト山古墳から支谷を一つへだてた三ッ屋古墳については、いわゆる後期の群集墳 であ り
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第一号墳の出土器 (第 14図 )は尾張地方でい う須恵器の第二型式に比定され、年代 も6世紀に もと

められている。 (注 3・ 4・ 5)

カブト山古墳で代表される前期古墳のように、名古屋南部とかアユチ県 (ア ガタ)一 円といった広

い範囲を統率して、大和朝廷に対してはその勢力の橋頭保の役目をはたし、事あればみずから兵をひ

きいて出陣す る軍司令官となる豪族層 とはことなっており、三 ッ屋古墳のような後期の群集墳の場合

は、古墳周辺の水田蠅戯 を支配した地方の首長層の墳墓であり、治山治水をはじめ地方の米生産を督     ▲

励した農業開拓者の姿がうかがえるのである。第二号墳を俗にタワケ塚と称していることも、初期の

米作水田を切りひらいた人すなわち田分 (タ フケ )を意味したものかも知れない。

やがて 7世紀か ら8世紀になると、おなじく丘陵つづきの氷上姉子神社の東に、自鳳時代か奈良時

代初頭の大高廃寺が建立され、平行する4条の沈線でかざられた重孤文の軒平瓦や、中房には圏円を

そなえた蓮子を9個 もつ 16弁の蓮華文軒丸瓦が採集されている。 (注 6)

(杉崎 章 )

注1 増子康真「知多郡大高町斉山の貝塚群」野帳第 10冊所収 。昭和 37年

注2 杉崎章・官石宗弘「自山第 1号墳」尾張旭市誌資料篇所収 。昭和 46年

注 3 小栗鉄次郎「上野村名和に於ける古墳」愛知県史蹟名勝天然記念物調査報告第八所収 。昭和

5年

1.欠下 (カ プト山 )古墳

2.三ツ屋 (石 のオカルトサン)古墳

注4 大矢利久・加古栄・森本良三・坂野一幸「名和古墳群随考」知多郡上野中学校・昭和29年

注5 杉崎章「愛知県知多郡上野町三ッ屋古墳の子持勾玉について」考古学雑誌42の 3所収・

昭和29年

注6 芳賀陽「尾張国知多郡大高町発見の古瓦について」野帳第 7冊所収・昭和33年
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① 三神三猷鏡

直径 七寸五分
③ 捩形紋鏡

径 三寸一分

⑤ 石  器

口径 三寸四分

⑩ 土  器

高―寸二三分、径約二寸七分

④ 古鏡破片

径 三寸七分

③ 石 釧

内法直径 二寸内外

⑦ 石 器

高、径各二寸六分

③ 管  玉

径三分二厘一長八分一  一個

径三分  一長一寸三分一一個

径三分  一長一寸  ―一個
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径三分二厘―長  八分一二個

j 十~｀´    こ_p
こ

一
―

 こ‐:つ
＼ つ

② 六

径

神 鏡

五寸五分

カブ ト山古墳出土遺物 区

-3ユー

第 13図



29 cm

第 14図  三 ッ屋第一号墳出土の須恵器実測区
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図版第一

カブ ト山古墳 の遠望

昭和45年 2月 、半田市誌に知多半島最古の古墳 として掲載 するために、

遺跡の西方の低位段丘面か ら撮影 したもの。緑 につつまれた古い景観 は

遠 くか らも展望 で きた。

2.遺跡の破壊 と並行 しての

緊急調査

3。 遺跡保存のための現地協議



図版第二
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|。 第一号住居址の調査

2.第一号住居址



図版第二

第二号住居址の仝景 その I 北西隅 より

2.第二号住居址の全景 その 2 東北隅より



図版第四
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第主号住居址の入口推定遺構

2。 第二号住居址の全景 その 3 西南隅 より



図版第五
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第二号住居址中央の炉址推定遺構

2.第二号住居址の南東隅調査状況



図版第六

土器出土状況 その |

2.土器出土状況 その 2 3.土器出土状況 その 3



図版第七

―
      越1輝:誕総議盤専

2.出土土器 その 2
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I.出土土器 その I



図版第八

響拗

|.出土土器 その 3

,

その 4



図版第九

|。 大高廃寺出上の軒丸瓦

2。 大高廃寺出上の軒平瓦

3.三ツ屋第一号墳の付近

|か ら採集 された子持曲玉



カブ ト山遺跡

昭和 48年 6月 発刊

東海市教育委員会編

非 売 品

印刷製本 天 龍 社






